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令和５年度　収支予算書
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（１）

第3回定時理事会の様子

予算額
955,000,000
247,409,000
9,000,000

1,000
500,000
60,000
72,000

96,197,000
1,000
5,000

1,308,245,000
80,000,000
80,000,000

1,388,245,000

前年度予算額
943,000,000
236,452,000
9,000,000

1,000
500,000
60,000
72,000

98,820,000
1,000
5,000

1,287,911,000
40,000,000
40,000,000

1,327,911,000

増　減
12,000,000
10,957,000

0
0
0
0
0

▲ 2,623,000
0
0

20,334,000
40,000,000
40,000,000
60,334,000

収入の部
科　　目

受 託 事 業 収 益
葬祭場管理運営事業収益
労働者派遣事業等受託収益
職業紹介事業受託収益
受取会員登録手数料
基 本 財 産 運 用 益
特 定 資 産 運 用 益
受 取 補 助 金 等
受 取 寄 付 金
雑 収 益
経 常 収 益 計
借 入 金 収 入
財 務 活 動 収 入 計
収 入 の 部 合 計

予算額
1,269,255,000
38,990,000

1,308,245,000
80,000,000
80,000,000

1,388,245,000

0
0
0
0
0

前年度予算額
1,250,498,000
37,413,000

1,287,911,000
40,000,000
40,000,000

1,327,911,000

0
0
0
0
0

（単位：円）
増　減
18,757,000
1,577,000
20,334,000
40,000,000
40,000,000
60,334,000

0
0
0
0
0

支出の部
科　　目

事 業 費
管 理 費
経 常 費 用 計
借 入 金 返 済 支 出
財 務 活 動 支 出 計
支 出 の 部 合 計

収 支 差 額
シルバー事業運営資金取崩収入
当 期 収 支 差 額
前 期 繰 越 収 支 差 額
次 期 収 支 差 額

を
活
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
」、「
会

員
の
ス
キ
ル
を
活
か
し
た
就
業
マ
ッ
チ
ン
グ
」
な
ど

の
取
組
を
実
施
し
、
会
員
の
利
便
性
の
向
上
及
び
業

務
の
効
率
化
等
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　  

令
和
５
年
10
月
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
中
、

当
セ
ン
タ
ー
は
、
川
崎
市
に
対
し
て
支
援
と
協
力
を

要
請
し
、
当
面
の
措
置
と
し
て
令
和
５
年
４
月
以
降
、

市
か
ら
の
受
注
に
つ
い
て
、
事
務
費
率
を
12
％
に
改

定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
は「
第
３
期
基
本
計
画
」の
４
年
目
と

な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
等
を
検
証
す
る
と

と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
の
た
め
の
取
組
等
を
検

討
・
実
施
す
る
こ
と
で
、
新
規
会
員
の
獲
得
や
新
規

顧
客
の
開
拓
等
に
よ
る
受
注
拡
大
に
繋
げ
ら
れ
る
よ

う
役
職
員
と
会
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

　「
か
わ
さ
き
南
部
斎
苑
」
及
び
「
か
わ
さ
き
北
部

斎
苑
」
の
葬
祭
場
管
理
運
営
事
業
に
お
い
て
は
、
斎

苑
の
主
た
る
業
務
で
あ
る
火
葬
業
務
に
つ
い
て
、
増

加
す
る
火
葬
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
１
日
あ
た
り

の
火
葬
実
施
件
数
を
拡
大
し
て
き
ま
し
た
が
、
令
和

５
年
度
に
つ
い
て
も
、
件
数
の
更
な
る
拡
大
を
検
討

し
、
予
約
か
ら
火
葬
日
ま
で
の
お
待
ち
い
た
だ
く
日

数
を
短
縮
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
ア
ン
ケ

ー
ト
等
に
よ
り
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご
要
望
に
対

し
、
速
や
か
に
改
善
を
行
う
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
親
切
・
丁
寧
な
応
接
を
心
掛
け
、
気
持
ち
よ

く
斎
苑
を
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
基
本
方
針

　
公
益
目
的
事
業
―
一

（
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
）

　
１
　
会
員
の
増
強
と
育
成

　
２
　
就
業
機
会
の
拡
大
・
受
注
開
拓

　
３
　
安
全
・
適
正
就
業
の
徹
底

　
４
　
事
業
推
進
体
制
の
強
化

　
５
　
第
３
期
基
本
計
画
の
推
進

　
３
月
28
日（
火
）に
第
３
回
定
時
理
事
会
が
開
催
さ

れ
、
次
の
２
議
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
全
会
一
致

で
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

①「
令
和
５
年
度  

事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
の

承
認
に
つ
い
て
」　

②「
令
和
５
年
度  

川
崎
信
用
金
庫
短
期
借
入
金

契
約
に
つ
い
て
」

　
令
和
５
年
度 

事
業
計
画

　
令
和
４
年
度
は
前
年
度
に
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
が
続
く
と
と
も
に
急
激
な
円
安
や
ウ
ク
ラ

イ
ナ
情
勢
の
影
響
等
に
よ
る
物
価
高
騰
な
ど
多
難
な

年
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
経
済
社
会
活
動
が
正

常
化
に
向
か
い
、
景
気
が
持
ち
直
し
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
当
セ

ン
タ
ー
」
と
い
う
。）
の
状
況
と
し
て
は
、
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
自
粛
し
て
い
た
会
員
増
強
や
受
注
拡
大
の

取
組
に
つ
い
て
、
感
染
対
策
を
行
い
つ
つ
、
徐
々
に

再
開
し
た
こ
と
で
実
績
が
回
復
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
経
済
社
会
が
正
常
化
に
向
か
う
中
、
新
し
い
生
活

様
式
へ
の
対
応
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
加
速
な
ど
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー

を
取
り
巻
く
環
境

は
急
激
な
変
化
を

続
け
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
も
、国
の「
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
等
デ
ジ
タ
ル

化
整
備
促
進
事

業
」
を
活
用
し
な

が
ら
会
員
増
強
、

就
業
機
会
の
拡
大

に
も
繋
が
る
「
会

員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
リ
テ

ラ
シ
ー
の
向
上
」、

「
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル

　
公
益
目
的
事
業
―
二
（
葬
祭
場
運
営
事
業
）

　
１
　
公
衆
衛
生
の
向
上
と
公
共
葬
祭
場
と
し
て

の
公
平
性
の
確
保

　
２
　
質
の
高
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

　
３
　
適
正
な
業
務
の
遂
行
と
効
率
的
な
事
業
運
営



講習会の様子

衛生委員会の様子

講
習
会
実
施
報
告

講
習
会
実
施
報
告

（３） （２）

　
神
奈
川
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
の
川
崎
市

事
務
所
と
し
て
当
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
る
労
働
者
派
遣

事
業
で
は
常
時
50
人
以
上
を
雇
用
す
る
事
業
場
に
該
当
す

る
た
め
、
労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
き
衛
生
委
員
会
の
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
令
和
５
年
２

月
か
ら
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
、
第
１
回
目
の
委

員
会
を
２
月
９
日
（
木
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
委
員
会
は
、
産
業
医
、
衛
生
管
理
者
、
派
遣
就
業
会

員
で
あ
る
委
員
等
を
主
な
構
成
メ
ン
バ
ー
と
し
、
労
働
者

の
健
康
障
害
の
防
止
や
健
康
の
保
持
増
進
に
関
す
る
取
組

な
ど
に
つ
い
て
、
労
使
一
体
と
な
っ
て
調
査
審
議
を
行

い
、
審
議
結
果
や
意
見
を
踏
ま
え
適
切
な
措
置
を
実
施
す

る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
委
員
会
は
毎
月
開
催
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お

り
、
時
節
に
あ

っ
た
テ
ー
マ
や

重
要
事
項
に
つ

い
て
今
後
も
調

査
審
議
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま

た
、
事
務
局
と

し
て
も
産
業
医

等
と
相
談
を
行

い
な
が
ら
、
委

員
会
が
有
意
義

な
調
査
審
議
の

場
と
な
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

●
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
習
会
の
開
催

令
和
５
年
２
月
21
日（
火
）

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
基
礎
知
識
を
習
得
す
る
た
め
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
文
字
入
力
な

ど
の
操
作
方
法
や
設
定
か
ら
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
操
作
や
ア
プ

リ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
な
ど
、
自
分
の
端
末
を
操
作
し
な
が

ら
学
ぶ
初
心
者
向
け
の
講
習
会
で
、
セ
ン
タ
ー
で
は
初
め

て
の
開
催
で
し
た
が
予
想
以
上
の
反
響
で
、
募
集
人
数
15

名
に
対
し
て
約
２
倍
の
お
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

　
１
日
の
講
習
日
程
で
し
た
が
、
受
講
者
の
皆
様
は
講
師

の
方
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
と
て
も
楽
し
そ
う
に
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
操
作
し
、
基
礎
知
識
の
習
得
に
励
ん
で
い
る

様
子
で
し
た
。

　
受
講
者
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、「
と

て
も
わ
か
り
や
す

く
、
満
足
で
す
」

「
も
っ
と
色
々
な

操
作
方
法
に
つ
い

て
知
り
た
く
な
っ

た
」「
今
回
受
講

で
き
な
か
っ
た
方

に
受
講
で
き
る
機

会
を
作
っ
て
く
だ

さ
い
」
な
ど
多
く

の
受
講
者
か
ら
ご

好
評
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

●
除
草
ス
タ
ッ
フ
養
成
講
習
会
の
開
催

令
和
５
年
２
月
22
日（
水
）

　
川
崎
市
麻
生
水
処
理
セ
ン
タ
ー
を
会
場
と
し
て
、（
公

社
）
神
奈
川
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
主
催
に

よ
る
令
和
４
年
度
除
草
ス
タ
ッ
フ
養
成
講
習
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
当
講
習
会
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
除
草
作
業

の
就
業
を
希
望
さ
れ
る
県
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方
を
対

象
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
鎌
を
使
用
し
て
行
う
除

草
作
業
に
必
要
と
な
る
基
礎
的
な
知
識
や
技
術
の
習
得
を

目
的
と
し
て
お
り
、
除
草
作
業
関
連
業
務
へ
の
就
業
を
目

指
す
13
名
の
受
講
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
講
習
会
場
は
と
て
も
広
く
、
敷
地
内
に
生
え
て
い
る
雑

草
は
も
ち
ろ
ん
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
僅
か
な
隙
間（
目
地
）

部
分
か
ら
生
え
て
い
る
雑
草
の
刈
り
取
り
に
つ
い
て
、
受

講
者
は
講
師
の
説
明
を
熱
心
に
聞
き
な
が
ら
鎌
な
ど
の
道

具
の
効
果
的
な

使
い
方
を
学
び

ま
し
た
。
受
講

さ
れ
た
方
は
実

践
的
な
技
術
に

つ
い
て
実
習
を

通
し
て
楽
し
そ

う
に
学
ば
れ
て

い
た
の
が
印
象

的
で
し
た
。

　
受
講
者
の
皆

様
本
当
に
お
疲

れ
様
で
し
た
。

衛
生
委
員
会
の
設
置
及
び
開
催



安
全
就
業
だ
よ
り

安
全
就
業
だ
よ
り

◇ 令和５年１月～３月　主な事故発生状況 ◇ ◇ 令和４年１月～３月　主な事故発生状況 ◇
事 　 故 　 状 　 況事務所種類 区分 性別 年齢№ 仕事の内容事故発生日

事 　 故 　 状 　 況事務所種類 区分 性別 年齢№ 仕事の内容事故発生日

　1月から3月中に発生した事故は、昨年同期間の3件に比べ1件少ない状況ですが、今回発生した事故はいずれも転倒による負傷でした。
　転倒の主な原因はさまざまですが、特に高齢者は加齢に伴う身体機能の低下により、筋力やバランス能力等が衰えることで、とっさの反射的な
動作を素早く行う事が難しくなることが一つの要因です。さらに、自分が予測する動作と現実の動作との間に違いが生じることや、長引くコロナ
禍で自宅で閉じこもりがちになり、運動機能や感覚機能が弱まることなどで転倒するリスクが高まります。
　令和4年度は傷害事故件数の半数以上が「転倒」による負傷でした。就業中だけではなく、日常生活でも転倒について危機意識を持っていただ
くとともに、日頃から可能な限り体を動かして身体機能の維持に務めることが大切です。

★転倒予防のワンポイント★　
【転ばない体づくり】　日常的に下半身の筋肉を中心とした筋肉トレーニングなどを行うことによって、転倒予防に
効果があります。例えば自宅で簡単にできる筋肉強化運動として、椅子に座った状態でのひざの伸展や足関節の
屈曲などが挙げられます。

【転倒しない歩き方】　「進行方向を向いて、目線は足元ではなく、やや遠くを見る」「歩幅を少し広めに」「かかと
から着地する」「つま先で地面を蹴る」「腕を自然に振る」などが挙げられます。正しい姿勢を意識して歩くだけで、
おなかや太ももの筋肉が刺激されて筋力の維持にも繋がります。自分の歩く姿勢を見直してみましょう。
 

（３） （２）

就業のため自宅からバス停に向かう途中、後方から車が来てい
るのが分かったので、接触しないように避けようとした際、足
がもつれて転倒。左膝及び顔面(おでこ、唇、歯)を負傷した。

店舗売場で品出し作業中、つまずき、商品の入った段ボールの
角に上唇右側を打ち付け、負傷した。病院で受診したところ傷
が貫通していたことから、外側2針、内側1針縫う治療を受けた。

中部

中部

途上中

就業中

傷害①

傷害①

76

74

女

女

1

2

施設内
清掃作業

商品管理

1月12日

1月15日

就業のため自宅からバス停に向かう途中、後方から車が
来ているのが分かったので、接触しないように避けよう
とした際、足がもつれて転倒。左膝及び顔面(おでこ、唇、
歯)を負傷した。

店舗売場で品出し作業中、つまずき、商品の入った段ボ
ールの角に上唇右側を打ち付け、負傷した。病院で受診
したところ傷が貫通していたことから、外側2針、内側1
針縫う治療を受けた。

中部

中部

途上中

就業中

傷害①

傷害①

76

74

女

女

1

2

施設内
清掃作業

商品管理

1月12日

1月15日

○
安
全
就
業
標
語
募
集
に
つ
い
て

　
安
全
就
業
の
推
進
、
事
故
防
止
の
啓
発

を
目
的
に
、
安
全
就
業
に
係
る
意
識
の
高

揚
を
図
り
、
就
業
中
及
び
就
業
途
上
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
、
安
全
就
業
標
語
を

募
集
し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

　
各
事
務
所
及
び
会
報
に
同
封
の
応
募
用

紙
に
、会
員
番
号
・
氏
名
等
を
ご
記
入
の
上
、

各
事
務
所
へ
ご
持
参
い
た
だ
く
か
、
次
の

宛
先
へ
郵
送
、
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

※
応
募
は
一
人
一
標
語
ま
で
、
自
作
の
も

の
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
宛
　
　先
】

　
〒
２
１
０
―
０
０
２
６

　
川
崎
市
川
崎
区
堤
根
34
―
15

　
川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

経
営
課

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
４
―
２
２
１
―
８
５
１
６

【
締
切
り
】 

  

令
和
５
年
６
月
９
日（
金
） 

必
着

　
選
考
の
結
果
、
受
賞
者
（
最
優
秀
賞
、

優
秀
賞
、
佳
作
）
に
は
、
賞
状
と
記
念
品

を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
ご
応
募
い
た
だ
い
た
作
品

を
併
せ
て
、
神
奈
川
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会
が
募
集
す
る
安
全
就
業
標

語
に
応
募
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。（
川

崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
の
受
賞

作
品
は
除
く
）

令
和
５
年
度
 『安
全
就
業
標
語
』を

 

募
集
し
ま
す

　
令
和
４
年
度
第
２
回
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
が
２

月
28
日（
火
）に
開
催
さ
れ
、
議
題
の
「
令
和
５
年
度
安

全
・
適
正
就
業
実
施
計
画
」
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
計

画
の
重
点
項
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　計
画
の
重
点
項
目
　

１
安
全
・
適
正
就
業
の
推
進

　
①
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
の
活
用

　
②
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議
の
活
用

　
③
安
全
・
適
正
就
業
委
員
、
対
策
員
及
び
会
員

の
育
成

　
④
安
全
・
適
正
就
業
基
準
の
徹
底

２
安
全
意
識
向
上
の
推
進

　
①
講
習
会
・
研
修
会
の
実
施

　
②
安
全
就
業
の
啓
発

　
③
健
康
管
理
の
充
実

令
和
４
年
度 

第
2
回

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
開
催

安全・適正就業委員会の様子



（５） （４）

Smile to Smile

Smile to Smile WEB

https://www.kawasaki-sc.or.jp

Smile to Smile

Smile to Smile WEB

https://www.kawasaki-sc.or.jp

Smile to Smile

Smile to Smile WEB

https://www.kawasaki-sc.or.jp

Smile to Smile

Smile to Smile WEB

https://www.kawasaki-sc.or.jp



ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

活
躍
中
の
会
員
さ
ん
の
紹
介

　
　
　
　
　

会
報
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

会
報
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

　熱中症のピークは７月から８月ですが、梅雨の合間に突然気温が上がったなど、身体が暑さになれて
いない時期にかかりやすい病気でもあります。昨年も就業中に熱中症になった方がいましたが、特に高
齢者の方は水分不足に対する感覚機能や、暑さに対する身体の調整機能が低下する傾向にあるので注意
してください。
●のどの渇きを感じなくても、こまめに水分、塩分などを補給しましょう。
●屋外では帽子をかぶり、直射日光は避けましょう。また、熱を吸収しやすい服装は避け、通気性のよい、
吸湿性・速乾性のある衣服を着用しましょう。
●夏の暑い時期のマスク着用は熱中症のリスクが高くなるので、大きな負担のかかる作業や運動の際に
は十分に注意しましょう。
●室内でも熱中症になる場合があります。気温や湿度の高い日は適度に扇風機やエアコンを使いましょう。
●体調が優れない場合は無理をせず、作業中でも木陰などで休むようにしましょう。
●複数の会員で仕事をする場合は、声をかけあい、お互いに健康管理を心がけましょう。

熱 中 症 の 予 防 に つ い て

新企画！！
「６つのまちがい探し」

応 募 用 紙

左と違う６つの箇所に丸をつけてください。

会員番号

氏　　名

住　　所

（５） （４）

キ リ ト リキ リ ト リ
キ
リ
ト
リ

キ
リ
ト
リ

キ
リ
ト
リ

キ
リ
ト
リ

　
東
急
田
園
都
市
線
高
津
駅
か
ら
徒
歩
で
約
10
分
ほ
ど

先
の
国
道
２
４
６
号
線
沿
い
に
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

「
ラ
イ
フ
溝
口
店
」
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
こ
ち
ら
で

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
カ
ー
ト
や
買
い
物
カ
ゴ
の
整
理
、
消
毒

等
の
作
業
に
従
事
し
て
い
る
及
川
会
員
を
取
材
し
ま
し

た
。

○
及
川
会
員
の
お
話

　
私
は
令
和
３
年
７
月
か
ら
就
業
を
開
始
し
、
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
制
で
１
日
４
時
間
、
月
に
15
日
ほ
ど
就
業
し

て
い
ま
す
。

　
お
客
様
が
使
用
し
た
カ
ー
ト
や
カ
ゴ
は
１
階
・
２
階

の
レ
ジ
付
近
と
３
階
・
４
階
の
駐
車
場
に
置
か
れ
ま
す

の
で
、
私
達
が
そ
れ
ら
を
回
収
・
消
毒
し
、
所
定
の
場

所
に
戻
す
作
業
を
し
て
い
ま
す
。
カ
ー
ト
や
カ
ゴ
を
消

毒
す
る
際
は
、
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
を
は
め
て
布
巾
に
除
菌

液
を
付
け
て
丁
寧
に
拭
い
て
い
ま
す
。

　
普
段
か
ら
健
康
管
理
に
十
分
気
を
付
け
て
い
ま
す
が
、

こ
の
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
特
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
罹
ら
な
い
よ
う
、
用
事
の
な
い
と

き
は
外
出
を
控
え
、
外
出
時
も
人
混
み
を
避
け
る
な
ど

気
を
付
け
て
い
ま
す
。

　
私
は
健
康
の
た
め
、
自
宅
か
ら
就
業
先
ま
で
歩
い
て

通
っ
て
お
り
、
仕
事
の
日
は
１
日
４
時
間
の
仕
事
と
あ

わ
せ
て
、
１
万
４
千
歩
ほ
ど
に
も
な
る
の
で
体
を
動
か

す
こ
と
が
で
き
、
健
康
的
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
で
は
こ
の
仕
事
が
初
め
て
で
す
が
、
身
体

が
健
康
で
あ
る
限
り
、
こ
の
仕
事
を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

○
菅
原
副
店
長
の
お
話

　
私
が
以
前
勤
め
て
い
た
店
舗
で
も
、
シ
ル
バ
ー
さ
ん

に
カ
ゴ
や
カ
ー
ト
の
整
理
な
ど
を
依
頼
し
て
い
た
こ
と

か
ら
、
信
頼
し
て
お
任
せ
で
き
る
と
思
い
、
溝
口
店
で

も
シ
ル
バ
ー
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
こ
ち
ら
の
店
舗
の
あ
る
建
物
に
は
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
、

病
院
が
入
っ
て
お
り
、
患
者
さ
ん
の
出
入
り
も
あ
る
こ

と
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
対
策
を
十

分
に
行
う
よ
う
に
注
意
し
て
い
ま
す
。
及
川
さ
ん
を
は

じ
め
シ
ル
バ
ー
さ
ん
は
、
体
調
管
理
を
し
っ
か
り
行
っ

て
お
り
、
挨
拶
も
元
気
よ
く
し
て
く
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
お
客
様
と
の
ト
ラ
ブ
ル
や
接
触
事
故
な
ど
も

起
こ
さ
ず
仕
事
を
き
ち
ん
と
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

接
客
態
度
に
つ
い
て
は
グ
ー
グ
ル
の
口
コ
ミ
で
良
い
評

判
の
書
き
込
み
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
今
後
も
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

○
取
材
を
終
え
て

　
及
川
会
員
が
行
っ
て
い
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
カ
ー
ト
や

カ
ゴ
の
整
理
、
消
毒
等
の
お
仕
事
は
、
量
が
多
く
、
丁

寧
に
や
っ
て
い
る
の
で
ほ
と
ん
ど
休
み
な
く
手
を
動
か

し
て
お
ら
れ
、
大
変
だ
と
思
い
ま
し
た
。
お
店
も
明
る

い
雰
囲
気
で
、
買
い
物
に
来
ら
れ
た
親
御
さ
ん
と
一
緒

　第87号、88号の「クロスワードパズル」では大き
な反響をいただきました。今回は続く第２弾として、
「まちがい探し」を企画しました。つぎの２つのイラ
ストから６つの間違いを見つけ出してご応募くださ
い。正解者の中から抽選で10名の方にＱＵＯカード
500円分をプレゼントいたします。

【応募方法】　右の応募用紙を切り取り、必要事項
をご記入のうえ、官製ハガキに貼り付け、下記ま
でお送りください。（剥がれないようしっかり貼り
付けてください。）
　〒210-0026　川崎市川崎区堤根34-15
　　（公財）川崎市シルバー人材センター
　　会報編集委員会宛て
【応募締切】　 令和５年５月31日(水)まで（必着）
※ご応募は会員１名につき１回までといたします。 
    
     
     
     
     



巡回指導の様子

除草班グループリーダー会議の様子

除草班グループリーダー
会議の様子

植木班グループリーダー
会議の様子

会議・巡回の様子

会議・巡回の様子

★
南
部
事
務
所

☎
2
2
2
―
1
5
5
0

◎
中
部
事
務
所

☎
8
2
2
―
5
0
3
1

事
務
所
だ
よ
り

事
務
所
だ
よ
り

◆
北
部
事
務
所

☎
9
8
0
―
0
1
3
1

（７） （６）

★
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議

　及
び
巡
回
指
導
に
つ
い
て

　
令
和
５
年
３
月
29
日（
水
）

　
令
和
４
年
度
第
２
回
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策

会
議
を
実
施
し
ま
し
た
。
初
め
に
第
２
回
安
全
・
適
正

就
業
委
員
会
の
報
告
を
し
、
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業

対
策
会
議
の
活
用
と
南
部
事
務
所
で
発
生
し
た
事
故
発

生
状
況
を
具
体
的
に
説
明
し
て
意
見
交
換
を
行
い
、
次

に
、
令
和
５
年
度
の
実
行
計
画
策
定
の
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。
会
員
か
ら
は
「
近
年
の
猛
暑
に
は
対
策
が

必
要
で
数
年
前
か
ら
配
布
さ
れ
て
い
る
首
を
冷
や
す
グ

ッ
ズ
が
効
果
的
で
あ
っ
た
の
で
、
今
年
も
配
布
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
の
意
見
が
あ
り
、
新
年
度
の
会
議
で

会
員
か
ら
提
案
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
会
議
終
了
後
は
今
年
度
２
回
目
の
安
全
・
適
正
就
業

巡
回
指
導
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
市
立
井
田
病

院
の
看
護
助
手
補
助
の
現
場
を
訪
問
し
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
薬
剤
の
搬
送
や
物
品
の
受
領
、
返
却
等
の
作
業
を

４
名
の
会
員
が
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
就
業
し
て
い
ま

す
。

　
対
策
員
か
ら
就
業
に
関
し
て
注
意
さ
れ
て
い
る
点
に

つ
い
て
の
質
問
に
は
、「
特
に
体
調
管
理
に
は
気
を
付

け
、
毎
朝
検
温
し
、
感
染
症
等
を
絶
対
に
病
院
に
持
ち

込
ま
な
い
こ
と
を
意
識
し
て
仕
事
を
し
て
い
る
。」
と

催
と
な
り
、
リ
ー
ダ
ー
の
方
々
か
ら
シ
ル
バ
ー
の
植
木

剪
定
や
除
草
作
業
を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
た
め
の
課

題
や
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

◎
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議

令
和
５
年
３
月
８
日（
水
）

　
会
議
で
は
、
令
和
４
年
度
第
２
回
中
部
事
務
所
安

全
・
適
正
就
業
委
員
会
の
報
告
、
令
和
５
年
度
　
安

全
・
適
正
就
業
推
進
実
行
計
画
の
説
明
、
令
和
４
年
度

に
中
部
事
務
所
が
行
っ
た
安
全
・
適
正
就
業
対
策
の
説

明
に
つ
い
て
議
事
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
昨
年
度
に
比
べ
、
中
部
事
務
所
の
事
故
件

数
が
多
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
委
員
、
対
策

員
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、
事
務
所
と
会
員
が
一
丸
と

な
っ
て
次
年
度
は
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
、
安
全
・
適

正
就
業
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

の
お
答
え
が
あ
り
、
対
策
員
か
ら
は
、
ワ
ゴ
ン
で
物
品

等
を
運
ぶ
際
に
は
、
来
院
さ
れ
る
方
々
等
に
衝
突
し
な

い
よ
う
に
十
分
注
意
す
る
と
と
も
に
、
ご
自
身
に
お
い

て
も
転
倒
な
ど
に
注
意
す
る
よ
う
指
導
し
ま
し
た
。

◎
植
木
班
・
除
草
班

　グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
会
議

令
和
５
年
２
月
17
日（
金
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
か
ら
し
ば
ら
く
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
植
木
班
・
除
草
班
グ

ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
植
木
班
・
除
草
班
の
リ
ー
ダ
ー
会
議
で
は
、
令
和
５

年
度
の
班
長
及
び
副
班
長
を
選
任
し
、
事
務
局
か
ら
次

年
度
の
グ
ル
ー
プ
編
成
や
安
全
就
業
に
つ
い
て
な
ど
、

資
料
に
基
づ
き
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
開

　◆
植
木
班
・
除
草
班

　グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
会
議

令
和
５
年
２
月
27
日（
月
）

　
北
部
事
務
所
多
目
的
室
に
お
い
て
、
令
和
４
年
度
植

木
班
・
除
草
班
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
会
議
を
実
施
し
ま

し
た
。午
前
中
に
実
施
し
た
除
草
班
の
会
議
に
は
７
名
、

午
後
に
実
施
し
た
植
木
班
の
会
議
に
は
８
名
の
グ
ル
ー

プ
リ
ー
ダ
ー
が
出
席
し
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
令
和
５

年
度
の
グ
ル
ー
プ
編
成
、
令
和
４
年
度
の
受
注
実
績
等

施
さ
れ
た
令
和
４
年
度
第
２
回
安
全
・
適
正
就
業
委
員

会
の
報
告
後
、
北
部
事
務
所
の
次
年
度
の
安
全
・
適
正

就
業
推
進
実
行
計
画
案
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
　

登
戸
駅
自
転
車
等
駐
輪
場
の
巡
回
で
は
、
最
初
に
委
員

及
び
対
策
員
が
会
員
の
就
業
状
況
を
確
認
し
、そ
の
後
、

就
業
会
員
に
対
し
て
就
業
内
容
に
関
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
い
、
委
員
や
対
策
員
は
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
内
容
を

熱
心
に
巡
回
点
検
票
へ
記
載
し
て
い
ま
し
た
。

  

に
つ
い
て
報
告
・
説
明
を
行
い
、
出
席
者
か
ら
は
議
題

に
関
す
る
様
々
な
意
見
や
質
問
が
挙
が
り
ま
し
た
。

◆
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議

　及
び
巡
回
指
導
に
つ
い
て

令
和
５
年
３
月
30
日（
木
）

　
北
部
事
務
所
多
目
的
室
に
お
い
て
、
令
和
４
年
度
第

２
回
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議
を
実
施
し
ま

し
た
。
ま
た
、
会
議
前
に
は
登
戸
駅
自
転
車
等
駐
輪
場

に
お
い
て
、
今
年
度
３
回
目
と
な
る
安
全
・
適
正
就
業

巡
回
指
導
を
実
施
し
ま
し
た
。
会
議
及
び
巡
回
に
は
、

事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
委
員
及
び
対
策
員
４
名
が
出

席
し
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
２
月
に
本
部
事
務
所
で
実

配分金支払日

4月分

5月分

6月分

5月25日 ㈭

6月26日 ㈪

7月25日 ㈫

4月分から6月分の配分金支払日は
次のとおりです。

※配分金は、月末で締め、翌月25日 
（金融機関が休みの場合は翌営業日）
に指定された口座に、お支払います。

人 事 異 動
【退　任】（３月31日）
〇北部事務所副所長 宮　田　博　章
〇南部事務所 佐　藤　　　薫

【新　任】（４月１日）
〇北部事務所副所長 後　藤　　　充
〇南部事務所 𡈽　屋　晶　子

【昇　任】（４月１日）
〇経営課主任 長　尾　理　成
　（前：経営課）



巡回指導の様子

除草班グループリーダー会議の様子

除草班グループリーダー
会議の様子

植木班グループリーダー
会議の様子

会議・巡回の様子

会議・巡回の様子
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所
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よ
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★
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議

　及
び
巡
回
指
導
に
つ
い
て

　
令
和
５
年
３
月
29
日（
水
）

　
令
和
４
年
度
第
２
回
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策

会
議
を
実
施
し
ま
し
た
。
初
め
に
第
２
回
安
全
・
適
正

就
業
委
員
会
の
報
告
を
し
、
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業

対
策
会
議
の
活
用
と
南
部
事
務
所
で
発
生
し
た
事
故
発

生
状
況
を
具
体
的
に
説
明
し
て
意
見
交
換
を
行
い
、
次

に
、
令
和
５
年
度
の
実
行
計
画
策
定
の
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。
会
員
か
ら
は
「
近
年
の
猛
暑
に
は
対
策
が

必
要
で
数
年
前
か
ら
配
布
さ
れ
て
い
る
首
を
冷
や
す
グ

ッ
ズ
が
効
果
的
で
あ
っ
た
の
で
、
今
年
も
配
布
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
の
意
見
が
あ
り
、
新
年
度
の
会
議
で

会
員
か
ら
提
案
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
会
議
終
了
後
は
今
年
度
２
回
目
の
安
全
・
適
正
就
業

巡
回
指
導
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
市
立
井
田
病

院
の
看
護
助
手
補
助
の
現
場
を
訪
問
し
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
薬
剤
の
搬
送
や
物
品
の
受
領
、
返
却
等
の
作
業
を

４
名
の
会
員
が
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
就
業
し
て
い
ま

す
。

　
対
策
員
か
ら
就
業
に
関
し
て
注
意
さ
れ
て
い
る
点
に

つ
い
て
の
質
問
に
は
、「
特
に
体
調
管
理
に
は
気
を
付

け
、
毎
朝
検
温
し
、
感
染
症
等
を
絶
対
に
病
院
に
持
ち

込
ま
な
い
こ
と
を
意
識
し
て
仕
事
を
し
て
い
る
。」
と

催
と
な
り
、
リ
ー
ダ
ー
の
方
々
か
ら
シ
ル
バ
ー
の
植
木

剪
定
や
除
草
作
業
を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
た
め
の
課

題
や
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

◎
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議

令
和
５
年
３
月
８
日（
水
）

　
会
議
で
は
、
令
和
４
年
度
第
２
回
中
部
事
務
所
安

全
・
適
正
就
業
委
員
会
の
報
告
、
令
和
５
年
度
　
安

全
・
適
正
就
業
推
進
実
行
計
画
の
説
明
、
令
和
４
年
度

に
中
部
事
務
所
が
行
っ
た
安
全
・
適
正
就
業
対
策
の
説

明
に
つ
い
て
議
事
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
昨
年
度
に
比
べ
、
中
部
事
務
所
の
事
故
件

数
が
多
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
委
員
、
対
策

員
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、
事
務
所
と
会
員
が
一
丸
と

な
っ
て
次
年
度
は
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
、
安
全
・
適

正
就
業
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

の
お
答
え
が
あ
り
、
対
策
員
か
ら
は
、
ワ
ゴ
ン
で
物
品

等
を
運
ぶ
際
に
は
、
来
院
さ
れ
る
方
々
等
に
衝
突
し
な

い
よ
う
に
十
分
注
意
す
る
と
と
も
に
、
ご
自
身
に
お
い

て
も
転
倒
な
ど
に
注
意
す
る
よ
う
指
導
し
ま
し
た
。

◎
植
木
班
・
除
草
班

　グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
会
議

令
和
５
年
２
月
17
日（
金
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
か
ら
し
ば
ら
く
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
植
木
班
・
除
草
班
グ

ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
植
木
班
・
除
草
班
の
リ
ー
ダ
ー
会
議
で
は
、
令
和
５

年
度
の
班
長
及
び
副
班
長
を
選
任
し
、
事
務
局
か
ら
次

年
度
の
グ
ル
ー
プ
編
成
や
安
全
就
業
に
つ
い
て
な
ど
、

資
料
に
基
づ
き
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
開

　◆
植
木
班
・
除
草
班

　グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
会
議

令
和
５
年
２
月
27
日（
月
）

　
北
部
事
務
所
多
目
的
室
に
お
い
て
、
令
和
４
年
度
植

木
班
・
除
草
班
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
会
議
を
実
施
し
ま

し
た
。午
前
中
に
実
施
し
た
除
草
班
の
会
議
に
は
７
名
、

午
後
に
実
施
し
た
植
木
班
の
会
議
に
は
８
名
の
グ
ル
ー

プ
リ
ー
ダ
ー
が
出
席
し
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
令
和
５

年
度
の
グ
ル
ー
プ
編
成
、
令
和
４
年
度
の
受
注
実
績
等

施
さ
れ
た
令
和
４
年
度
第
２
回
安
全
・
適
正
就
業
委
員

会
の
報
告
後
、
北
部
事
務
所
の
次
年
度
の
安
全
・
適
正

就
業
推
進
実
行
計
画
案
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
　

登
戸
駅
自
転
車
等
駐
輪
場
の
巡
回
で
は
、
最
初
に
委
員

及
び
対
策
員
が
会
員
の
就
業
状
況
を
確
認
し
、そ
の
後
、

就
業
会
員
に
対
し
て
就
業
内
容
に
関
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
い
、
委
員
や
対
策
員
は
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
内
容
を

熱
心
に
巡
回
点
検
票
へ
記
載
し
て
い
ま
し
た
。

  

に
つ
い
て
報
告
・
説
明
を
行
い
、
出
席
者
か
ら
は
議
題

に
関
す
る
様
々
な
意
見
や
質
問
が
挙
が
り
ま
し
た
。

◆
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議

　及
び
巡
回
指
導
に
つ
い
て

令
和
５
年
３
月
30
日（
木
）

　
北
部
事
務
所
多
目
的
室
に
お
い
て
、
令
和
４
年
度
第

２
回
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議
を
実
施
し
ま

し
た
。
ま
た
、
会
議
前
に
は
登
戸
駅
自
転
車
等
駐
輪
場

に
お
い
て
、
今
年
度
３
回
目
と
な
る
安
全
・
適
正
就
業

巡
回
指
導
を
実
施
し
ま
し
た
。
会
議
及
び
巡
回
に
は
、

事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
委
員
及
び
対
策
員
４
名
が
出

席
し
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
２
月
に
本
部
事
務
所
で
実

配分金支払日

4月分

5月分

6月分

5月25日 ㈭

6月26日 ㈪

7月25日 ㈫

4月分から6月分の配分金支払日は
次のとおりです。

※配分金は、月末で締め、翌月25日 
（金融機関が休みの場合は翌営業日）
に指定された口座に、お支払います。

人 事 異 動
【退　任】（３月31日）
〇北部事務所副所長 宮　田　博　章
〇南部事務所 佐　藤　　　薫

【新　任】（４月１日）
〇北部事務所副所長 後　藤　　　充
〇南部事務所 𡈽　屋　晶　子

【昇　任】（４月１日）
〇経営課主任 長　尾　理　成
　（前：経営課）



施設の外観

左：嶋貫会員　　右：職員の喜納様

歯
科
医
院
で
活
躍
中
の

　
　
　
　
　会
員
さ
ん
紹
介

会
報
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

会
報
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

（８）

　
京
王
稲
田
堤
駅
南
口
改
札
か
ら
左
手
方
向
に
１
分
ほ

ど
歩
い
た
ビ
ル
の
２
階
に
「
ヤ
ガ
サ
キ
歯
科
医
院
」
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
門
脇
会
員
・
歳
原
会
員
・
嶋
貫
会
員
の
３
名

が
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
医
院
の
職
員

の
方
と
取
材
当
日
に
当
番
だ
っ
た
嶋
貫
会
員
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

【
職
員
の
喜
納
（
き
な
）
様
の
お
話
】

　「
当
院
は
む
し
歯
・
歯
周
病
・
入
れ
歯
か
ら
歯
列
矯
正
・

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
・
審
美
ま
で
患
者
様
の
症
状
や
ニ
ー
ズ

に
基
づ
き
最
適
な
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
予
約
は
電

話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
承
っ
て
い
ま
す
が
直
接
の
ご

来
院
も
可
能
で
、
お
待
ち
頂
く
時
間
を
短
く
す
る
よ
う

に
努
め
て
い
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
方
々

に
は
誠
実
に
そ
し
て
熱
心
に
お
仕
事
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
と
て
も
機
転
が
利
い
て
テ
キ
パ

キ
と
行
動
さ
れ
る
の
で
、
予
想
以
上
の
成
果
を
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
職
員
一
同
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。」

 【
嶋
貫
会
員
の
お
話
】

　「
素
敵
な
職
員
の
皆
様
と
綺
麗
で
清
潔
な
職
場
で
楽

し
く
働
い
て
い
ま
す
。
１
日
の
就
業
は
３
時
間
で
、
週

に
２
〜
４
回
の
当
番
で
す
。
お
仕
事
は
院
内
の
パ
ソ
コ

ン
や
各
種
機
材
の
電
源
投
入
に
始
ま
り
、
診
察
室
・
ロ

ビ
ー
や
廊
下
、
そ
し
て
ト
イ
レ
等
の
清
掃
ま
で
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
。
仕
事
中
は
患
者
様
優
先
に
努
め
、
お
邪

魔
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。
朝
の
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
に
は
私
も
出
席
し
ま
す
。
挨
拶
の
大
切
さ
、

と
い
っ
た
人
間
と
し
て
必
要
な
日
常
の
常
識
・
教
養
な

ど
の
お
話
し
も
あ
り
、
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
す
。
院

長
先
生
か
ら
先
に
『
お
早
う
ご
ざ
い
ま
す
！
』
と
声
を

か
け
ら
れ
て
恐
縮
す
る
事
も
あ
り
ま
し
た
。
就
業
場
所

も
家
か
ら
歩
い
て
す
ぐ
な
の
で
、
身
体
が
元
気
な
う
ち

は
こ
の
仕
事
を
続
け
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

【
門
脇
会
員
か
ら
の
伝
言
】

　「
職
員
の
皆
様
に
は
親
切
に
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。患
者
様
に
も
気
を
配
り
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
」

【
歳
原
会
員
か
ら
の
伝
言
】

　「
こ
れ
か
ら
新
し
い
仕
事
が
加
わ
り
ま
す
。
今
、
そ

の
説
明
を
丁
寧
に
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
し
っ
か

り
身
に
つ
け
て
、
実
施
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
」　

【
取
材
を
終
え
て
】

　
近
年
平
均
寿
命
が
延
び
て
き
て
い
て
良
い
事
だ
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
も
っ
と
大
事
な
の
は
他
人
の
手
を
借

り
ず
に
自
分
で
何
で
も
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
健
康
寿

命
」
の
長
さ
だ
そ
う
で
す
。

　
歯
槽
膿
漏
な
ど
に
よ
っ
て
口
腔
内
か
ら
歯
周
病
菌
が

体
内
に
入
り
込
み
、
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
の
原
因
と
な

っ
た
り
、
免
疫
力
や
認
知
機
能
の
低
下
が
促
進
さ
れ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
歯
に
違
和
感
が
あ
っ
た

ら
、
痛
く
な
る
前
に
受
診
す
る
事
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

歯
の
定
期
検
診
は
健
康
保
険
も
適
用
さ
れ
る
の
で
、
年

に
数
回
は
ご
近
所
の
歯
科
医
院
で
受
診
し
、
歯
周
病
を

予
防
し
て
、
歯
か
ら
健
康
寿
命
を
延
ば
す
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
会
員

さ
ん
は
信
頼
さ
れ
、
明
る
く
爽
や
か
に
活
き
活
き
と
お

仕
事
を
さ
れ
て
い
て
、
と
て
も
素
敵
で
し
た
。

取
材
：
会
報
編
集
委
員
　
井
原 

良
治


